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Ⅰ．諸言 

 子どもの不良姿勢が問題視されるようになって久

しい．小山らはインデックス社製のスパイナルマウ

スを用いて小学生の立位姿勢を評価した結果，小学

生の約 30％に胸椎の過度後弯がみられたと報告し

ている 1)．また，ケンダルの姿勢分類 2)で姿勢を評

価した研究において，石橋らは小学5年生の81.7％3)，

井福らは小学 5 年生の 78％4)，中学 1・2 年生の 76％5)

がそれぞれ不良姿勢であったと報告している．一方，

野井らは日本体育大学体育研究所が 1978年から約 5

年おきに実施している「子どものからだの調査」に

おいて，小学生では「背中ぐにゃ」が，中学生や高

校生では「腰痛」や「首・肩のこり」が多いことを

明らかにしている 6,7)．また，2015 年の調査からは

子どもの問題状況を考慮して「猫背の子」が新たに

追加されている 6)．さらに，学校保健との関連では，

臨床整形外科学会が平成 28 年から令和 3 年までの

運動器検診の現状について調査した新井の報告にお

いて，受診勧告理由，診断結果ともに「側弯症」が

最も多いことが明らかになっている 8)．このように，

近年においても子どもの不良姿勢を危惧する報告が

相次いでいる．  

 不良姿勢と疾患との関連については，沖田らは成

人の腰痛患者に不良姿勢を呈する者が多いことを報

告している 9)．一方，子どもにおいては，Sakata ら

は少年野球選手の内側肘損傷のリスク因子として，

年齢,一日当たりの投球数,肘伸展障害とともに胸椎

後弯角度が肘損傷のリスク要因の一つであることを

明らかにしている 10)．このように，不良姿勢が疾患

を発症する要因となることがうかがえ，子どもの不

良姿勢の要因について，別所は 1960 年代頃からの高

度経済成長により，生活や労働の省力化が進む社会

のなかで子どもたちは，家事労働を手伝うことが少

なくなり，また，交通網の発達や住宅建設等による

遊び場の減少で歩く機会や外で遊ぶ機会が失われ，

重力に対して姿勢を保持する抗重力筋である背筋力

が低下し，姿勢の悪化が見られるようになってきた 11)

と指摘している．さらに，「姿勢教育」に関して，昭

和 33 年の小学校学習指導要領の改訂で姿勢に関す

る言及が失われ，それ以降に生まれた世代が親とな

り家庭を築き始める 1980 年以降に姿勢に対する躾

も徐々に衰退したことも姿勢悪化の要因と推測して

いる 11)．一方，林はスマホ・ゲーム遊びの低年齢化

が姿勢悪化の一つの要因であることや，外遊びの減

少などの生活習慣の劣化が，子どもの姿勢の崩れを

きたすと述べている 12)．なお，子どもの不良姿勢の

経過について魚田らは，中学 1 年生～高校 2 年生の

男子学生の姿勢の変化について 5 年間の調査を行い，

中学 2 年生から高校 1 年生にかけて不良姿勢となる

傾向があることを報告し，中学生期における姿勢改
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善の取り組みが重要であると述べている 13)．このよ

うに，子どもの不良姿勢の要因については，発育発

達の著しい子どもを取り巻く環境の変化，特に生活

習慣や運動習慣の課題が指摘され，姿勢に対する教

育や姿勢改善の取り組みで対応が図られているよう

である． 

我が国における姿勢研究について，浅見は姿勢の

研究が始められたのは 1900 年代からで，時代の流れ

に応じて盛んになったり衰えたりしているが，流れ

としては主観的な姿勢の判定から，より客観的な測

定法の開発，判定法の作成へと向かっていると述べ

ている 14)．また，姿勢は「立位」，「座位」及び「背

臥位」などがあるが，特に抗重力肢位である「立位

姿勢」の評価は一部の骨関節疾患や神経疾患を診断

する手がかりにもなるため，重要視されており，他

の姿勢よりも多く研究報告がなされているようであ

る． 一方，海外文献においては，様々な観点で子ど

もの不良姿勢に関する報告がなされており，身体活

動と姿勢との関係性 15），頭部前方位姿勢（Forward 

Head Posture：以下，FHP）に対する治療の有効性 16)，

姿勢教育や介入指導の効果 17,18)などについてレビ

ューも報告されているが，我が国においては，日本

語による子どもの姿勢についてまとめられた文献は

少ない． 

そこで，本研究は，日本語文献を対象として，「立

位姿勢」に着目した文献レビューを行い，子どもの

姿勢における現状と課題を明らかにすることを目的

とした． 

 

Ⅱ．方法 

1.文献検索 

レビューの対象とする日本語文献の検索には，文

献データベースである CiNii，J-STAGE，Google 

Scholar を用いた．検索方法はキーワード検索とし，

検索語は「子ども」に「立位姿勢」または「脊柱ア

ライメント」を組み合わせた OR 検索を行った．文献

データベースの検索はすべて 2025 年 3 月 5 日に実

施した． 

 

2.文献選択及び整理の方法 

文献選択は，大木 19)の示す手順を参考に，キーワ

ード検索により各文献データベースから検索された

文献について，選択基準（包含基準・除外基準）に

基づいて文献を選択した．本研究における文献の包

含基準は，言語が日本語であること，対象者が 18 歳

以下の子どもで，幼児，児童，生徒であること，静

止立位姿勢でのアライメントもしくは脊柱アライメ

ントの評価がなされていること，文献は雑誌に掲載

されているものとした．また，除外基準については，

日本語以外の文献，対象が 18 歳以上の者，18 歳未

満であるが整形外科的疾患や神経筋疾患を有する者，

文献は会議録・要旨集，解説誌・一般情報誌，症例

報告書とした．  

次に，各文献データベースから選択された対象文

献を確認し重複文献を除外した． 

続いて，選択された文献について文献ごとに日本

語の引用文献を確認し，選択基準に基づいて対象文

献を選択し，最終的なレビュー対象文献を決定した． 

選択されたレビュー対象文献は，研究目的，対象，

評価方法，評価方向及び主な結果を整理し要約表を

作成した． 

これらの文献選択及び整理は，理学療法士として 7

年の臨床経験を有し理学療法士の養成機関に専任教

員として勤務する者と，運動生理学を専門とし子ど

もの体力についての研究実績を有する者の 2 名で行

った．  
 

Ⅲ．結果と考察 

1.文献選択・整理について 

本研究における文献選択の過程を図 1 に示した．

まず，文献データベースを用いたキーワード検索を

実施した結果，CiNii で 334 編，J-STAGE で 545 編，

Google Scholar で 917 編の文献が抽出された． 

次に，各文献データベースの選択基準に基づき，

タイトル及び抄録の閲覧によるスクリーニングと本

文の閲覧により選択した結果，CiNii で 10 編，J-

STAGE で 16 編，Google Scholar で 23 編，計 49 文献

が選択された．この 49 文献のうち重複文献を除外し

た結果，20 編の文献が除外され，29 編の文献が選択

されたが，文献タイトルは違うが研究内容が重複し

ている文献が 2 編確認されたので，文献選択及び整

理を担当した 2 名による協議の上，研究結果が詳細

に記載されている 1 編を選択し，28 文献が選択され

た． 

さらに，選択された 28 文献の引用文献を確認した

ところ，546 編の文献が確認された．これら文献に

ついて選択基準に従い対象文献を選択した結果，23

編が選択された．さらに，選択された文献の重複文

献を除外した結果，8 編の論文が抽出された． 

以上のような過程による文献選択によって，最終

的に 36 編が本研究の対象文献となった．選択された

文献について，研究目的，対象，評価方法，評価方

向及び主な結果を整理し表1-1から表1-4に示した．
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図１ 本研究における文献選択の過程

 

2.研究対象について 

子どもの姿勢研究における研究対象の校種及び属

性の特徴を明確にするために，本研究で選択された

文献の研究対象を分類した結果，幼児のみを対象と

した文献が 3 編 31,34,44)，小学生のみを対象とした文

献が 15 編 1,3,4,22,24,33,36,37,41,43,45-47,49,50)，中学生のみ

を対象とした文献が 7 編 5,21,23,25,26,28,48)，高校生の

みを対象とした文献が 5 編 30,32,38,40,42)であった．ま

た，複数の校種の子どもを対象とした文献が 6 編
13,20,27,29,35,39)であり，小・中・高校生を対象とした文

献が 4 編 20,27,29,39)，中・高校生を対象とした文献が

1 編 13)，小・中学生を対象とした文献が 1 編 35)であ

った．選択された 36 文献のうち 20 文献が小学生を

対象としており，校種別で特に多い結果であった．

なお，選択された 36 文献のうち，自閉症，知的障害，

ダウン症などの障害をもつ子どもを対象とした文献 

 

レビュー対象⽂献

36編

・⾔語が⽇本語であること
・対象者が18歳以下の⼦どもで，幼児，児童，⽣徒であること
・静⽌⽴位姿勢でのアライメントもしくは脊柱アライメントの評価が
 なされていること
・⽂献は雑誌に掲載されているもの

選択された28編の引⽤⽂献

546編

28編

重複を除外した後の⽂献 研究内容の重複：1編

重複⽂献：15編

重複を除外した後の⽂献

8編

除外基準により除外された⽂献

523編

包含基準により選択された⽂献

23編

・⾔語が⽇本語であること
・対象者が18歳以下の⼦どもで，幼児，児童， 
 ⽣徒であること
・静⽌⽴位姿勢でのアライメントもしくは脊柱
 アライメントの評価がなされていること
・⽂献は雑誌に掲載されているもの

重複により除外された⽂献

・⽇本語以外の⽂献
・対象が18歳以上の者
・18歳未満であるが整形外科的疾患や神経筋疾患を有する者
・会議録・要旨集，解説誌・⼀般情報誌，症例報告書

重複により除外された⽂献

重複⽂献：20編

データベースから特定した⽂献

CiNii：334編 J-STAGE：545編 Google Scholar：917編

CiNii：324編 J-STAGE：529編 Google Scholar：894編

包含基準により選択された⽂献

・⽇本語以外の⽂献
・対象が18歳以上の者
・18歳未満であるが整形外科的疾患や神経筋疾患を有する者
・会議録・要旨集，解説誌・⼀般情報誌，症例報告書

検索語：⼦ども ⽴位姿勢 OR 脊柱アライメント 除外基準により除外された⽂献

CiNii：10編 J-STAGE：16編 Google Scholar：23編
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実
態

を
分

析
し

，
姿

勢
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

姿
勢

指
導

と
し

て
動

作
訓

練
を

適
用

し
た

結
果

を
報

告
す

る
こ

と
．

姿
勢

の
実

態
分

析
：

精
神

薄
弱

養
護

学
校

小
学

部
児

童
4
8
名

，
年

齢
は

6
〜

1
2
歳

で
自

立
歩

行
可

能
動

作
訓

練
の

適
用

結
果

：
精

神
薄

弱
養

護
学

校
小

学
部

児
童

1
7
名

，
年

齢
は

6
〜

1
0

歳
で

自
立

歩
行

可
能

姿
勢

写
真

矢
状

面
前

額
面

全
児

童
の

9
7
.
9
％

に
何

ら
か

の
歪

み
や

不
適

切
な

パ
タ

ー
ン

を
持

つ
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
．

そ
し

て
歪

み
や

不
適

切
な

パ
タ

ー
ン

は
年

長
に

な
っ

て
い

く
ほ

ど
顕

著
に

な
っ

て
い

く
傾

向
が

あ
っ

た
．

1
7
名

の
児

童
に

，
姿

勢
指

導
と

し
て

動
作

訓
練

を
週

3
回

，
1
回

あ
た

り
5
〜

1
0
分

間
の

マ
ン

ツ
ー

マ
ン

指
導

を
1
年

6
か

月
間

，
適

用
し

た
結

果
，

顕
著

な
姿

勢
改

善
及

び
改

善
さ

れ
た

姿
勢

の
定

着
が

み
ら

れ
た

．

2
3

姿
勢

教
育

の
実

践
的

研
究

－
都

内
国

立
大

学
附

属
T
中

学
校

第
3
学

年
生

徒
を

対
象

と
し

て
－

野
井

真
吾

，
小

沢
治

夫
，

正
木

建
雄

（
1
9
9
4
)

学
校

保
健

研
究

写
真

撮
影

法
に

よ
り

姿
勢

の
実

態
を

つ
か

む
と

と
も

に
，

姿
勢

を
矯

正
す

る
た

め
の

姿
勢

矯
正

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

い
，

そ
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

と
教

育
効

果
と

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

都
内

国
立

大
学

附
属

T
中

学
校

3
年

生
男

子
1
2
3
名

写
真

撮
影

法
矢

状
面

前
額

面

姿
勢

矯
正

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
3
か

月
余

り
，

週
3
回

実
施

し
，

筋
肉

感
覚

を
養

お
う

と
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
前

後
の

正
面

姿
勢

角
に

明
ら

か
な

変
化

は
な

か
っ

た
．

全
身

の
筋

力
向

上
を

図
ろ

う
と

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
，

背
部

上
面

角
が

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

前
よ

り
大

き
い

値
を

示
し

，
姿

勢
が

悪
化

し
て

い
た

．
腹

部
の

筋
力

及
び

腸
骨

部
の

柔
軟

性
向

上
を

図
ろ

う
と

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
，

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

前
後

で
腰

角
に

明
ら

か
な

変
化

は
な

か
っ

た
．

背
部

及
び

体
側

の
筋

肉
の

柔
軟

性
向

上
と

筋
肉

感
覚

を
養

お
う

と
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
前

後
で

肩
高

低
差

角
に

変
化

が
有

り
，

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

が
み

ら
れ

た
．

2
4

小
学

生
の

姿
勢

の
現

状
と

課
題

丹
羽

昇
（

1
9
9
5
)

発
育

発
達

研
究

姿
勢

の
良

否
を

判
定

す
る

と
と

も
に

，
姿

勢
の

悪
い

児
童

の
姿

勢
矯

正
法

や
姿

勢
保

持
と

関
係

が
あ

る
原

因
を

探
る

こ
と

．

小
学

校
2
年

生
か

ら
6
年

生
の

男
子

2
6
9
名

と
女

子
2
6
8
名

の
合

計
5
3
7
名

モ
ア

レ
ト

ポ
グ

ラ
フ

ィ
ー

前
額

面
本

研
究

の
結

果
か

ら
，

「
姿

勢
矯

正
を

す
る

必
要

が
あ

る
」

，
「

姿
勢

矯
正

を
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

」
の

両
方

を
合

わ
せ

た
不

良
姿

勢
の

児
童

は
2
3
9

名
で

，
全

体
の

4
4
.
5
％

で
あ

っ
た

．

2
5

姿
勢

教
育

の
基

礎
的

研
究

：
 
中

学
生

が
意

識
し

て
い

る
“

よ
い

姿
勢

”
 
に

つ
い

て

野
井

真
吾

（
1
9
9
6
)

日
本

体
育

大
学

紀
要

安
静

立
位

姿
勢

と
"
良

い
姿

勢
"
を

意
識

し
た

時
の

立
位

姿
勢

と
の

比
較

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
を

通
し

て
，

中
学

生
は

ど
の

よ
う

な
姿

勢
を

い
わ

ゆ
る

"
良

い
姿

勢
"
で

あ
る

と
捉

え
て

い
る

か
と

い
う

こ
と

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

中
学

3
年

生
男

子
1
2
2
名

写
真

撮
影

法
矢

状
面

前
額

面

良
い

姿
勢

を
意

識
す

る
こ

と
に

よ
り

身
体

の
前

後
の

歪
み

は
概

ね
正

す
こ

と
が

で
き

る
が

左
右

の
歪

み
は

矯
正

さ
れ

に
く

い
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
．

し
か

し
前

後
の

歪
み

に
関

し
て

も
，

良
い

姿
勢

を
意

識
す

る
こ

と
に

よ
り

，
か

え
っ

て
腰

部
が

前
方

に
出

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

．
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

，
"
良

い
姿

勢
"
と

い
う

言
葉

で
「

身
体

が
前

後
に

傾
か

な
い

こ
と

」
「

胸
を

張
る

こ
と

」
「

背
す

じ
を

の
ば

す
こ

と
」

「
両

肩
の

高
さ

を
そ

ろ
え

る
こ

と
」

を
考

え
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
．

2
6

中
学

生
の

通
学

用
鞄

に
よ

る
人

体
へ

の
負

荷
に

つ
い

て

木
岡

悦
子

，
森

由
紀

，
 

大
森

敏
江

，
 
大

村
知

子
（

2
0
0
1
)

日
本

家
政

学
会

誌
通

学
用

鞄
の

携
行

方
法

に
よ

る
負

荷
を

実
験

観
察

に
よ

り
検

討
す

る
こ

と
．

男
子

2
名

を
含

む
6
名

で
，

平
均

年
齢

1
4
歳

の
健

康
な

中
学

生
写

真
撮

影
法

矢
状

面
前

額
面

通
学

用
鞄

の
携

行
方

法
別

姿
勢

を
シ

ル
エ

ッ
タ

ー
写

真
か

ら
観

察
し

た
結

果
，

肩
掛

け
式

で
は

鞄
を

提
げ

た
側

と
反

対
の

方
向

へ
の

傾
き

が
大

き
く

，
無

所
持

の
場

合
と

比
較

し
て

傾
き

に
差

が
あ

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

た
．

片
側

式
の

場
合

で
は

全
身

を
傾

斜
さ

せ
て

お
り

，
斜

め
式

で
は

胴
部

で
く

ね
ら

せ
た

状
態

で
の

傾
き

が
大

き
い

こ
と

が
認

め
ら

れ
た

．
背

負
い

式
で

は
前

傾
姿

勢
が

み
ら

れ
，

い
ず

れ
も

鞄
装

着
に

よ
る

負
荷

を
姿

勢
の

傾
き

に
よ

っ
て

バ
ラ

ン
ス

さ
せ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

．

2
7

発
育

に
伴

う
安

静
立

位
姿

勢
変

化
の

幾
何

学
的

評
価

に
関

す
る

検
討

岩
沼

聡
一

朗
，

鳥
居

俊
（

2
0
1
4
)

発
育

発
達

研
究

立
位

姿
勢

の
幾

何
学

的
評

価
に

基
づ

き
立

位
姿

勢
が

成
長

に
伴

い
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

の
か

を
横

断
的

研
究

か
ら

検
討

す
る

こ
と

．

小
学

4
年

生
，

中
学

1
年

生
，

高
校

1
年

生
の

男
女

，
計

7
5
5
名

．
そ

の
内

訳
は

，
小

4
の

男
子

が
1
0
8
名

，
同

女
子

が
7
8
名

，
中

1
の

男
子

が
1
7
7
名

，
同

女
子

が
1
7
3
名

，
高

1
の

男
子

が
1
1
6
名

，
同

女
子

が
1
0
3
名

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

身
体

各
部

の
長

さ
は

成
長

に
伴

い
増

加
し

，
中

学
生

以
後

で
は

性
差

が
認

め
ら

れ
た

．
身

体
各

部
の

傾
き

に
お

け
る

年
代

間
差

は
部

位
に

よ
っ

て
傾

向
が

異
な

り
，

身
体

各
部

の
傾

き
は

年
代

が
上

が
る

に
つ

れ
て

必
ず

し
も

一
定

の
変

化
を

示
す

わ
け

で
は

な
い

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

．
身

体
各

部
の

傾
き

に
関

し
て

，
年

代
を

問
わ

ず
，

隣
接

す
る

部
位

間
で

は
関

係
性

が
あ

り
，

お
互

い
に

逆
方

向
に

傾
き

を
調

整
す

る
こ

と
で

立
位

姿
勢

を
維

持
し

て
い

る
も

の
と

推
察

さ
れ

た
．
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表
１

-
２

 
対

象
文

献
一

覧
 
 

文
献

番
号

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
雑

誌
名

研
究

目
的

研
究

対
象

姿
勢

の
評

価
方

法
評

価
方

向
主

な
結

果

2
8

生
徒

の
姿

勢
改

善
と

主
体

的
問

題
解

決
能

力
と

の
関

係
－

実
践

的
姿

勢
教

育
を

通
し

て
－

加
藤

勇
之

助
，

横
尾

智
治

，
早

貸
千

代
子

，
岡

崎
勝

博
，

中
西

健
一

郎
（

2
0
1
4
)

筑
波

教
育

学
研

究

猫
背

傾
向

姿
勢

が
改

善
さ

れ
る

に
は

，
本

人
の

主
体

的
問

題
解

決
能

力
が

関
係

し
て

い
る

と
い

う
仮

説
を

立
て

，
そ

の
検

証
を

試
み

る
こ

と
．

中
学

1
年

生
の

男
子

生
徒

8
5
名

写
真

撮
影

法
矢

状
面

5
年

間
の

実
践

的
姿

勢
教

育
に

よ
り

中
学

1
年

時
と

高
校

2
年

時
の

姿
勢

角
変

化
数

と
主

体
的

問
題

解
決

能
力

に
関

す
る

質
問

項
目

回
答

得
点

と
の

間
に

は
関

係
性

が
認

め
ら

れ
た

．
さ

ら
に

姿
勢

改
善

群
と

非
改

善
群

を
比

較
し

た
結

果
，

主
体

的
問

題
解

決
能

力
に

関
す

る
質

問
項

目
回

答
得

点
に

お
い

て
明

ら
か

な
違

い
が

認
め

ら
れ

た
．

中
学

１
年

生
時

に
す

で
に

猫
背

傾
向

姿
勢

で
あ

る
と

気
づ

い
た

生
徒

は
，

早
い

時
期

か
ら

姿
勢

改
善

に
向

け
て

の
意

識
が

高
ま

り
，

高
校

2
年

生
に

か
け

て
姿

勢
改

善
さ

れ
て

い
く

こ
と

が
わ

か
っ

た
．

2
9

子
ど

も
の

体
幹

を
鍛

え
る

研
究

～
正

し
い

姿
勢

の
も

た
ら

す
教

育
的

効
果

の
検

証
～

東
京

都
教

育
委

員
会

（
2
0
1
4
)

東
京

都
教

職
員

研
修

セ
ン

タ
ー

紀
要

子
供

の
心

身
の

健
や

か
な

成
長

の
実

現
に

向
け

て
，

子
供

た
ち

の
心

身
の

状
態

を
把

握
し

，
「

正
し

い
姿

勢
」

の
も

た
ら

す
様

々
な

教
育

的
効

果
を

追
究

す
る

こ
と

．

都
内

公
立

小
学

校
1
6
校

，
中

学
校

1
1
校

，
高

等
学

校
6
校

の
計

3
3
校

写
真

撮
影

法
矢

状
面

前
額

面

前
方

か
ら

見
た

立
位

姿
勢

は
左

右
対

称
で

，
右

側
か

ら
見

た
立

位
姿

勢
は

，
す

べ
て

の
校

種
で

前
傾

し
た

姿
勢

で
あ

っ
た

．
頭

頂
の

位
置

は
，

男
子

で
は

小
学

校
よ

り
中

学
校

が
，

中
学

校
よ

り
高

等
学

校
が

前
方

に
位

置
し

て
い

た
．

女
子

で
は

小
学

校
よ

り
中

学
校

及
び

高
等

学
校

が
前

方
に

位
置

し
て

い
た

．
ま

た
，

猫
背

傾
向

は
中

学
校

か
ら

高
等

学
校

に
か

け
て

多
く

な
る

傾
向

で
あ

っ
た

．
4
か

月
間

の
体

幹
を

鍛
え

る
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
，

頭
と

首
の

位
置

が
後

ろ
に

動
き

姿
勢

が
良

く
な

る
傾

向
が

み
ら

れ
た

．
腰

部
の

角
度

に
は

明
ら

か
な

変
化

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

．

3
0

高
校

生
の

立
位

姿
勢

と
情

報
機

器
使

用
と

の
関

連

井
上

文
夫

，
金

子
敏

雄
，

髙
安

和
典

，
佐

々
木

潔
，

中
島

彰
子

，
早

川
一

行
（

2
0
1
5
)

京
都

教
育

大
学

紀
要

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

は
じ

め
と

す
る

情
報

機
器

の
使

用
と

生
活

習
慣

が
姿

勢
に

影
響

を
与

え
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
の

仮
説

の
も

と
，

疲
労

や
姿

勢
変

化
に

伴
う

症
状

と
の

関
連

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
．

京
都

教
育

大
学

附
属

高
等

学
校

に
在

籍
す

る
3
年

生
1
7
0
名

（
男

子
8
7
名

，
女

子
8
3

名
）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

前
額

面

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

所
持

の
有

無
で

姿
勢

分
析

と
の

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

が
，

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
使

用
時

間
に

お
い

て
，

女
子

で
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
使

用
時

間
が

多
い

場
合

，
猫

背
傾

向
を

示
す

D
角

が
低

い
者

が
多

く
見

ら
れ

た
．

3
1

幼
児

の
立

位
重

心
動

揺
お

よ
び

立
位

姿
勢

に
及

ぼ
す

草
履

着
用

の
影

響

宮
口

和
義

，
出

村
慎

一
（

2
0
1
5
)

体
育

測
定

評
価

研
究

「
裸

足
保

育
」

の
一

環
と

し
て

取
り

組
む

草
履

式
鼻

緒
サ

ン
ダ

ル
の

活
用

が
，

幼
児

の
静

止
立

位
時

の
重

心
動

揺
お

よ
び

立
位

姿
勢

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
及

ぼ
す

か
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

石
川

県
内

の
2
保

育
園

の
4
歳

児
お

よ
び

5
歳

児
の

計
1
0
6
名

（
男

児
5
2
名

，
女

児
5
4

名
）

と
1
保

育
園

の
4
歳

児
お

よ
び

5
歳

児
の

計
5
3
名

（
男

児
2
7
名

，
女

児
2
6
名

）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

草
履

式
鼻

緒
サ

ン
ダ

ル
を

5
か

月
間

（
登

園
か

ら
降

園
ま

で
の

約
6
時

間
）

着
用

し
，

草
履

園
の

園
児

は
対

照
園

に
比

べ
，

足
底

接
地

面
積

が
減

少
し

足
圧

中
心

の
総

軌
跡

長
も

減
少

し
た

．
草

履
導

入
前

後
の

頸
部

，
上

背
部

，
腰

背
部

の
姿

勢
点

数
に

差
が

認
め

ら
れ

，
全

体
的

に
猫

背
姿

勢
が

改
善

さ
れ

，
背

筋
が

伸
び

た
姿

勢
へ

と
変

化
し

て
い

た
．

1
3

日
本

人
中

高
生

に
お

け
る

静
的

な
姿

勢
ア

ラ
イ

ン
メ

ン
ト

の
発

育
変

化

魚
田

尚
吾

，
森

北
育

宏
，

加
藤

勇
之

助
（

2
0
1
6
)

発
育

発
達

研
究

近
年

の
日

本
人

中
高

生
を

対
象

と
し

た
姿

勢
ア

ラ
イ

ン
メ

ン
ト

の
縦

断
的

な
発

育
変

化
を

記
録

し
，

ど
の

時
期

に
最

も
上

体
姿

勢
が

変
化

す
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

中
高

一
貫

校
の

男
子

学
生

1
2
4
名

（
1
2
歳

の
中

学
1
年

生
か

ら
1
7
歳

の
高

校
2
年

生
）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

特
に

中
学

2
年

生
か

ら
高

校
1
年

生
に

か
け

て
，

頭
部

お
よ

び
肩

甲
帯

が
前

方
に

移
動

し
，

一
般

的
な

不
良

姿
勢

と
な

る
傾

向
が

明
ら

か
と

な
っ

た
．

4
小

学
校

高
学

年
の

立
位

姿
勢

と
そ

の
特

徴

井
福

裕
俊

，
中

山
貴

文
，

坂
本

将
基

，
齋

藤
和

也
，

小
澤

雄
二

，
福

田
晃

平
，

中
村

朱
里 （

2
0
1
7
)

熊
本

大
学

教
育

学
部

紀
要

ケ
ン

ダ
ル

の
方

法
に

従
い

立
位

姿
勢

を
5

つ
の

型
に

分
類

し
，

こ
れ

ら
の

姿
勢

に
重

心
動

揺
や

筋
力

・
柔

軟
性

が
影

響
を

及
ぼ

す
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

Y
市

M
小

学
校

の
5
年

生
1
4
1
名

（
男

子
7
5

名
，

女
子

6
6
名

）
，

6
年

生
7
4
名

（
男

子
3
8
名

，
女

子
3
6
名

）
の

計
2
1
5
名

ビ
デ

オ
撮

影
し

静
止

画
像

と
し

て
使

用
矢

状
面

良
い

姿
勢

で
あ

る
理

想
型

と
軍

人
型

は
4
4
名

（
2
2
％

）
し

か
お

ら
ず

，
不

良
姿

勢
と

呼
ば

れ
る

後
弯

－
前

弯
型

は
5
4
名

（
2
8
％

）
，

平
背

型
は

3
5
名

（
1
8
％

）
，

後
弯

－
平

坦
型

は
6
3
名

（
3
2
％

）
で

あ
り

，
不

良
姿

勢
が

1
5
2

名
（

7
8
％

）
を

占
め

た
．

良
い

姿
勢

と
不

良
姿

勢
を

比
較

す
る

と
，

良
い

姿
勢

の
両

脚
立

位
重

心
動

揺
の

総
軌

跡
長

，
左

右
方

向
軌

跡
長

お
よ

び
単

位
時

間
軌

跡
長

が
不

良
姿

勢
よ

り
短

か
っ

た
．

軍
人

型
は

筋
力

・
柔

軟
性

の
総

合
評

価
が

高
く

，
後

弯
－

前
弯

型
は

低
か

っ
た

．
ま

た
，

理
想

型
は

下
半

身
を

主
体

と
し

た
筋

力
・

柔
軟

性
が

，
平

背
型

は
上

半
身

を
主

体
と

し
た

筋
力

・
柔

軟
性

が
高

か
っ

た
．

3
2

知
的

障
害

児
に

お
け

る
安

静
時

立
位

姿
勢

根
本

匠
，

勝
二

博
亮

（
2
0
1
7
)

茨
城

大
学

教
育

学
部

紀
要

（
教

育
科

学
）

青
年

期
の

知
的

障
害

児
の

姿
勢

分
析

を
行

い
，

個
々

の
事

例
に

つ
い

て
姿

勢
の

状
態

と
そ

の
問

題
点

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
こ

と
．

特
別

支
援

学
校

の
高

等
部

に
在

籍
す

る
男

子
生

徒
1
1
名

（
自

閉
症

7
名

，
知

的
障

害
3

名
，

ダ
ウ

ン
症

1
名

)
写

真
撮

影
法

矢
状

面
前

額
面

知
的

障
害

児
に

お
い

て
は

，
円

背
姿

勢
に

関
わ

る
と

思
わ

れ
る

，
耳

孔
，

背
部

最
大

突
出

点
，

足
底

中
央

部
が

な
す

角
が

健
常

高
校

生
に

比
べ

て
小

さ
く

，
円

背
指

数
が

高
い

生
徒

も
多

か
っ

た
．

3
3

児
童

期
の

立
位

姿
勢

と
歩

行
動

作
の

あ
り

方
に

身
体

活
動

量
が

及
ぼ

す
影

響

厚
東

芳
樹

（
2
0
1
7
)

笹
川

ス
ポ

ー
ツ

研
究

助
成

研
究

成
果

報
告

書

1
日

あ
た

り
の

歩
数

と
立

位
姿

勢
お

よ
び

歩
行

動
作

と
の

関
係

を
検

討
し

，
一

定
量

以
上

の
歩

数
の

担
保

が
よ

り
良

い
立

位
姿

勢
や

歩
行

動
作

の
形

成
に

つ
な

が
る

こ
と

を
検

証
す

る
こ

と
．

小
学

校
3
年

生
か

ら
6
年

生
の

子
ど

も
3
8
6

名
デ

ジ
タ

ル
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
矢

状
面

1
日

平
均

8
0
0
0
歩

以
上

の
歩

数
を

担
保

す
る

子
ど

も
た

ち
の

方
が

そ
れ

以
下

の
子

ど
も

た
ち

よ
り

も
，

ス
ポ

ー
ツ

障
害

が
生

起
し

に
く

い
良

い
立

位
姿

勢
と

歩
行

動
作

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

．

3
4

ハ
イ

ハ
イ

の
経

験
は

立
位

姿
勢

に
影

響
す

る
か

？
夏

迫
歩

美
，

鶴
崎

俊
哉

（
2
0
1
7
)

理
学

療
法

科
学

後
方

視
的

に
ハ

イ
ハ

イ
実

施
状

況
を

調
査

し
，

立
位

姿
勢

と
の

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

A
市

内
の

保
育

園
（

2
園

）
に

通
う

3
歳

か
ら

6
歳

の
幼

児
で

，
整

形
外

科
学

的
・

神
経

学
的

な
疾

患
を

指
摘

さ
れ

て
い

な
い

3
8

名
（

男
児

2
1
名

，
女

児
1
7
名

）

デ
ジ

タ
ル

ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

矢
状

面
水

平
面

ハ
イ

ハ
イ

実
施

状
況

と
立

位
姿

勢
の

比
較

に
お

い
て

，
骨

盤
傾

斜
角

度
は

各
群

間
で

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
股

関
節

回
旋

肢
位

で
は

「
ハ

イ
ハ

イ
な

し
」

群
3
名

（
1
0
0
.
0
%
)
，

「
つ

か
ま

り
立

ち
先

行
」

群
1
名

（
5
0
.
0
%
)
，

「
ハ

イ
ハ

イ
と

同
じ

」
群

5
名

（
8
3
.
3
%
)
に

内
外

旋
の

偏
り

が
み

ら
れ

た
．

さ
ら

に
「

ハ
イ

ハ
イ

な
し

」
「

つ
か

ま
り

立
ち

先
行

」
「

ハ
イ

ハ
イ

と
同

じ
」

群
は

内
旋

の
割

合
が

多
か

っ
た

．
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表
１

-
３

 
対

象
文

献
一

覧
 
 

文
献

番
号

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
雑

誌
名

研
究

目
的

研
究

対
象

姿
勢

の
評

価
方

法
評

価
方

向
主

な
結

果

5
K
中

学
校

に
お

け
る

姿
勢

教
育

の
効

果
検

証

井
福

裕
俊

，
中

山
貴

文
，

坂
本

将
基

，
齋

藤
和

也
，

小
澤

雄
二

，
山

本
由

加
，

竹
嶋

三
悦

，
豊

田
浩

之
（

2
0
1
8
)

熊
本

大
学

教
育

実
践

研
究

姿
勢

教
育

介
入

前
後

の
立

位
姿

勢
の

変
化

を
観

察
し

，
重

心
動

揺
や

体
力

な
ど

に
及

ぼ
す

介
入

の
影

響
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
，

姿
勢

教
育

の
効

果
を

検
証

す
る

こ
と

．

K
市

立
K
中

学
校

の
生

徒
5
8
名

．
1
年

生
3
0

名
（

男
子

1
5
名

，
女

子
1
5
名

）
と

2
年

生
2
8
名

（
男

子
1
3
名

，
女

子
1
5
名

）

ビ
デ

オ
撮

影
し

静
止

画
像

と
し

て
使

用
矢

状
面

介
入

前
は

理
想

型
の

人
数

が
1
1
名

（
1
9
％

）
で

あ
っ

た
．

平
背

型
が

1
7
名

（
2
9
％

）
と

最
も

多
く

，
後

弯
-
平

坦
型

が
1
5
名

（
2
6
％

）
，

後
弯

-
前

弯
型

が
1
2
名

（
2
1
％

）
，

軍
人

型
が

3
名

（
5
％

）
で

あ
っ

た
．

理
想

型
と

軍
人

型
を

合
わ

せ
た

良
い

姿
勢

は
1
4
名

（
2
4
％

）
，

不
良

姿
勢

と
呼

ば
れ

る
後

弯
-

前
弯

型
，

平
背

型
お

よ
び

後
弯

-
平

坦
型

は
4
4
名

（
7
6
％

）
で

あ
っ

た
が

，
8

カ
月

間
の

姿
勢

指
導

と
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

，
良

い
姿

勢
は

3
6
名

（
6
2
％

）
と

な
り

，
不

良
姿

勢
は

2
2
名

（
3
8
％

）
に

半
減

し
た

．

3
5

姿
勢

に
影

響
を

与
え

る
要

因
の

検
討

太
田

め
ぐ

み
，

大
森

重
宜

（
2
0
1
8
)

金
沢

星
稜

大
学

人
間

科
学

研
究

立
位

姿
勢

，
足

圧
，

重
心

の
軌

跡
長

と
筋

量
，

筋
力

，
身

体
活

動
量

と
の

関
係

を
検

討
す

る
こ

と
．

小
学

6
年

生
の

児
童

6
5
名

，
中

学
生

の
男

女
2
3
名

（
男

子
1
1
名

，
女

子
1
2
名

)
お

よ
び

中
学

生
の

女
子

1
0
名

写
真

撮
影

法
矢

状
面

前
額

面

研
究

1
：

身
体

の
傾

き
と

重
心

の
偏

り
の

間
に

関
係

性
が

な
い

こ
と

が
示

さ
れ

た
．

 
研

究
2
：

体
幹

や
下

肢
の

筋
量

が
立

位
姿

勢
や

重
心

の
位

置
に

関
与

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
．

姿
勢

が
良

い
群

と
悪

い
群

で
，

足
圧

，
体

幹
・

下
肢

の
筋

量
，

体
幹

の
筋

力
，

身
体

活
動

量
に

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．

3
6

小
学

生
に

お
け

る
立

位
姿

勢
と

歩
数

と
の

関
係

 
－

2
年

生
の

場
合

－

厚
東

芳
樹

，
中

澤
翔

，
国

兼
慶

（
2
0
1
9
)

人
間

生
活

文
化

研
究

1
日

あ
た

り
の

平
均

歩
数

と
立

位
姿

勢
と

の
関

係
を

検
討

し
低

学
年

期
に

お
け

る
一

定
量

以
上

の
平

均
歩

数
の

担
保

の
意

味
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
．

札
幌

市
内

の
T
小

学
校

ま
た

は
K
小

学
校

の
2
年

生
6
3
名

撮
影

矢
状

面

1
日

あ
た

り
の

平
均

歩
数

と
立

位
姿

勢
と

の
関

係
を

検
討

し
た

結
果

，
先

行
研

究
の

結
果

と
は

異
な

り
，

1
日

8
0
0
0
歩

以
上

の
歩

数
を

有
し

た
子

ど
も

と
そ

れ
以

下
の

子
ど

も
と

の
間

に
立

位
姿

勢
の

評
価

得
点

に
差

を
認

め
ず

，
立

位
姿

勢
と

1
日

あ
た

り
の

平
均

歩
数

が
関

係
し

な
い

可
能

性
が

示
さ

れ
た

．

3
7

小
学

校
高

学
年

児
童

に
対

す
る

“
良

い
姿

勢
”

を
意

識
づ

け
る

短
距

離
走

指
導

の
効

果

鈴
木

康
介

，
林

陵
平

，
小

椋
優

作
（

2
0
2
0
)

教
育

医
学

短
距

離
走

の
指

導
と

関
連

さ
せ

て
特

別
な

用
具

を
使

用
せ

ず
に

姿
勢

改
善

指
導

を
行

い
そ

の
有

効
性

に
つ

い
て

検
証

す
る

こ
と

．
副

次
的

に
姿

勢
と

疾
走

能
力

と
の

関
係

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
こ

と
．

市
内

の
陸

上
競

技
大

会
の

短
距

離
走

・
リ

レ
ー

種
目

に
出

場
す

る
高

学
年

児
童

1
3
名

（
5
年

生
男

子
4
名

，
女

子
1
名

；
6
年

生
男

子
3
名

，
女

子
5
名

）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

良
い

姿
勢

の
保

持
を

意
識

さ
せ

る
各

種
運

動
を

取
り

入
れ

た
短

距
離

走
指

導
を

，
2
2
日

間
で

全
8
回

（
1
回

4
5
分

間
）

行
い

，
児

童
の

不
良

姿
勢

の
指

標
で

あ
る

頭
部

前
方

移
動

角
は

指
導

後
に

改
善

し
た

．
ま

た
，

指
導

後
に

児
童

の
4
0
～

5
0
m
区

間
の

疾
走

速
度

や
平

均
疾

走
速

度
，

疾
走

速
度

逓
減

率
の

改
善

が
認

め
ら

れ
，

結
果

的
に

5
0
m
走

の
総

タ
イ

ム
も

向
上

し
た

．

3
8

高
校

野
球

投
手

に
お

け
る

肩
痛

と
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
と

の
関

係

幸
田

仁
志

，
甲

斐
義

浩
，

来
田

宣
幸

，
松

井
知

之
，

森
原

徹 （
2
0
2
0
)

臨
床

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

高
校

野
球

投
手

に
お

け
る

上
肢

下
垂

位
お

よ
び

挙
上

位
の

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

，
お

よ
び

下
垂

位
か

ら
挙

上
位

の
胸

椎
後

弯
角

変
化

量
に

つ
い

て
，

投
球

時
肩

痛
の

自
覚

症
状

や
理

学
所

見
の

有
無

に
よ

っ
て

比
較

検
討

す
る

こ
と

．

硬
式

野
球

部
に

所
属

す
る

高
校

生
の

投
手

7
4
名

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

矢
状

面

肩
痛

の
自

覚
症

状
の

陽
性

群
は

，
陰

性
群

と
比

較
し

て
胸

椎
後

弯
角

変
化

量
の

低
下

が
認

め
ら

れ
た

．
な

お
，

下
垂

位
お

よ
び

最
大

挙
上

位
の

胸
椎

後
弯

角
，

関
節

可
動

域
，

柔
軟

性
に

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
理

学
所

見
で

は
，

陽
性

群
と

陰
性

群
の

間
に

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．

3
9

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

の
児

童
生

徒
に

お
け

る
姿

勢
の

特
徴

山
本

七
彩

，
松

山
郁

夫
（

2
0
2
1
)

九
州

生
活

福
祉

支
援

研
究

会
研

究
論

文
集

知
的

障
害

の
あ

る
児

童
生

徒
に

お
け

る
姿

勢
の

状
態

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

姿
勢

を
改

善
す

る
た

め
の

教
育

的
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
．

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

の
児

童
生

徒
，

小
学

部
1
7
名

（
男

子
1
5
名

，
女

子
2

名
）

，
中

学
部

1
8
名

（
男

子
1
1
名

，
女

子
7
名

）
，

高
等

部
1
9
名

（
男

子
1
2
名

，
女

子
7
名

）
，

計
5
4
名

（
男

子
3
8
名

，
女

子
1
6
名

）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
と

パ
ソ

コ
ン

を
活

用
し

た
「

ゆ
が

み
ー

る
L
i
t
e
」

を
使

用

矢
状

面
前

額
面

水
平

面

理
想

の
横

姿
勢

1
1
.
1
％

、
猫

背
4
6
.
3
％

、
平

背
と

も
呼

ば
れ

る
フ

ラ
ッ

ト
バ

ッ
ク

3
1
.
5
％

，
反

り
腰

9
.
3
％

，
猫

背
＋

反
腰

1
.
9
％

だ
っ

た
．

理
想

に
近

い
横

姿
勢

は
，

小
学

部
1
1
.
8
％

，
中

学
部

1
1
.
1
％

，
高

等
部

1
0
.
5
％

だ
っ

た
．

猫
背

は
，

小
学

部
1
7
.
6
％

，
中

学
部

6
1
.
1
％

，
高

等
部

 
5
7
.
9
％

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

中
学

部
と

高
等

部
で

顕
著

に
み

ら
れ

る
姿

勢
パ

タ
ー

ン
で

あ
る

こ
と

，
フ

ラ
ッ

ト
バ

ッ
ク

は
小

学
部

 
5
2
.
9
％

，
中

学
部

2
2
.
2
％

，
高

等
部

2
1
.
1
％

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

小
学

部
に

顕
著

に
み

ら
れ

る
姿

勢
パ

タ
ー

ン
で

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
．

4
0

高
校

野
球

選
手

に
お

け
る

胸
椎

過
度

後
弯

と
そ

の
改

善
に

関
す

る
研

究

小
山

浩
司

，
古

島
弘

三
，

菅
野

好
規

，
上

野
真

由
美

，
新

納
宗

輔
，

高
橋

英
司

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
1
)

体
力

科
学

実
験

1
：

高
校

野
球

選
手

を
対

象
に

胸
椎

の
過

度
後

弯
を

呈
す

る
選

手
の

割
合

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

実
験

2
：

胸
椎

の
過

度
後

弯
の

改
善

を
目

的
に

製
作

し
た

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
の

即
時

効
果

を
調

査
す

る
こ

と
．

実
験

1
：

関
東

圏
の

高
校

硬
式

野
球

部
4
校

に
所

属
す

る
部

員
1
，

2
年

生
1
4
2
名

実
験

2
：

実
験

1
の

硬
式

野
球

部
員

の
う

ち
調

査
の

協
力

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
5
6
名

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

矢
状

面

実
験

1
：

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

の
測

定
の

結
果

，
胸

椎
の

過
度

後
弯

（
4
0
°

以
上

）
を

呈
す

る
選

手
の

割
合

は
2
0
.
4
％

で
あ

っ
た

．
実

験
2
：

胸
椎

後
弯

角
の

過
度

後
弯

群
は

介
入

前
に

比
べ

介
入

後
の

即
時

効
果

と
し

て
減

少
が

認
め

ら
れ

た
．

ま
た

，
正

常
後

弯
群

（
4
0
°

未
満

）
に

お
い

て
も

，
介

入
前

に
比

べ
介

入
後

に
減

少
が

認
め

ら
れ

た
．

一
方

，
介

入
前

後
の

腰
椎

前
弯

角
度

の
比

較
で

は
，

正
常

後
弯

群
の

み
介

入
前

後
に

変
化

が
認

め
ら

れ
た

．

1

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

を
用

い
た

小
学

生
の

立
位

姿
勢

の
評

価
－

胸
椎

の
過

度
後

弯
に

着
目

し
て

－

小
山

浩
司

，
古

島
弘

三
，

菅
野

好
規

，
新

津
あ

ず
さ

，
小

太
刀

友
夏

，
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

高
橋

英
司

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
2
)

理
学

療
法

科
学

胸
椎

過
度

後
弯

の
発

生
割

合
と

そ
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
り

，
胸

椎
の

過
度

後
弯

を
改

善
・

予
防

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
知

見
を

得
る

こ
と

．

東
京

近
郊

に
在

住
の

小
学

1
年

生
か

ら
小

学
6
年

生
ま

で
の

児
童

8
3
名

（
男

子
4
6

名
，

女
子

3
7
名

）
ス

パ
イ

ナ
ル

マ
ウ

ス
矢

状
面

小
学

生
の

約
3
0
.
1
％

に
胸

椎
の

過
度

後
弯

（
4
0
°

以
上

）
が

み
ら

れ
た

．
過

度
後

弯
群

は
，

正
常

後
弯

群
（

4
0
°

未
満

）
に

対
し

，
胸

椎
後

弯
角

（
上

位
胸

椎
，

下
位

胸
椎

）
，

腰
椎

前
弯

角
に

お
い

て
大

き
な

弯
曲

を
示

し
，

過
度

後
弯

群
で

は
上

位
胸

椎
が

下
位

胸
椎

に
比

べ
弯

曲
度

が
大

き
か

っ
た

．
ま

た
，

両
群

と
も

に
腰

椎
前

弯
角

と
仙

骨
傾

斜
角

に
関

係
性

が
認

め
ら

れ
た

．

4
1

小
学

生
に

お
け

る
立

位
姿

勢
と

座
位

姿
勢

の
特

徴

小
山

浩
司

，
古

島
弘

三
，

菅
野

好
規

，
新

津
あ

ず
さ

，
小

太
刀

友
夏

，
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

高
橋

英
司

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
2
)

体
力

科
学

立
位

と
座

位
に

お
け

る
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
の

特
徴

お
よ

び
立

位
か

ら
座

位
へ

姿
勢

を
変

化
さ

せ
た

際
に

，
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
に

ど
の

よ
う

な
変

化
が

生
じ

る
か

，
さ

ら
に

立
位

時
の

不
良

姿
勢

（
胸

椎
過

度
後

弯
）

が
座

位
姿

勢
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

東
京

近
郊

に
在

住
の

小
学

1
年

生
か

ら
小

学
6
年

生
ま

で
の

児
童

8
3
名

（
男

子
4
6

名
，

女
子

3
7
名

）
ス

パ
イ

ナ
ル

マ
ウ

ス
矢

状
面

小
学

生
に

お
い

て
立

位
か

ら
座

位
へ

姿
勢

を
変

化
さ

せ
た

際
に

，
胸

椎
後

弯
角

度
，

上
位

胸
椎

，
お

よ
び

下
位

胸
椎

の
後

弯
の

程
度

が
小

さ
く

な
る

こ
と

，
ま

た
，

腰
椎

前
弯

角
度

は
後

弯
し

，
仙

骨
傾

斜
角

度
も

前
傾

か
ら

後
傾

に
変

化
す

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
．

ま
た

，
立

位
時

に
不

良
姿

勢
（

胸
椎

過
度

後
弯

）
を

呈
す

る
場

合
，

座
位

姿
勢

で
も

胸
椎

後
弯

角
度

が
大

き
く

な
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
．
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表
１

-
４

 
対

象
文

献
一

覧
 
 

文
献

番
号

タ
イ

ト
ル

著
者

（
発

行
年

）
雑

誌
名

研
究

目
的

研
究

対
象

姿
勢

の
評

価
方

法
評

価
方

向
主

な
結

果

4
2

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
の

使
用

に
よ

る
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
の

改
善

と
体

力
テ

ス
ト

結
果

の
向

上

小
山

浩
司

，
古

島
弘

三
，

菅
野

好
規

，
上

野
真

由
美

，
新

納
宗

輔
，

新
津

あ
ず

さ
，

足
立

和
隆

（
2
0
2
2
)

理
学

療
法

科
学

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
介

入
の

有
効

性
を

知
る

た
め

，
介

入
前

後
で

体
力

テ
ス

ト
結

果
お

よ
び

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

を
比

較
検

討
す

る
こ

と
．

3
つ

の
高

等
学

校
の

硬
式

野
球

部
に

所
属

す
る

男
子

部
員

1
，

2
年

生
1
1
0
名

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

矢
状

面

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
介

入
後

の
即

時
効

果
と

し
て

胸
椎

後
弯

角
は

減
少

し
，

腰
椎

前
弯

角
は

増
加

し
た

．
さ

ら
に

，
仙

骨
傾

斜
角

に
お

い
て

も
介

入
後

に
増

加
を

認
め

た
．

体
力

テ
ス

ト
の

得
点

を
介

入
前

後
で

比
較

し
た

結
果

，
即

時
効

果
と

し
て

垂
直

跳
び

，
立

ち
幅

跳
び

，
反

復
横

跳
び

で
介

入
後

に
増

加
を

認
め

た
．

4
3

6
～

1
2
歳

の
子

ど
も

に
お

け
る

安
静

立
位

時
の

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

と
足

圧
中

心
の

位
置

に
つ

い
て

小
山

浩
司

，
古

島
弘

三
，

菅
野

好
規

，
新

津
あ

ず
さ

，
小

太
刀

友
夏

，
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

高
橋

英
司

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
2
)

体
力

科
学

安
静

立
位

時
の

足
圧

中
心

の
位

置
お

よ
び

そ
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
，

さ
ら

に
足

圧
中

心
の

位
置

と
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
お

よ
び

不
良

姿
勢

と
の

関
連

性
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

．

埼
玉

県
お

よ
び

東
京

都
の

小
学

校
に

在
籍

す
る

6
歳

か
ら

1
2
歳

ま
で

の
児

童
8
3
名

（
1

年
生

：
男

子
1
1
名

と
女

子
6
名

，
2
年

生
：

男
子

7
名

と
女

子
6
名

，
3
年

生
：

男
子

6
名

と
女

子
6
名

，
4
年

生
：

男
子

7
名

と
女

子
6

名
，

5
年

生
：

男
子

6
名

と
女

子
6
名

，
6
年

生
：

男
子

9
名

と
女

子
7
名

）

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

矢
状

面

足
圧

中
心

の
位

置
と

胸
椎

後
弯

角
，

腰
椎

前
弯

角
お

よ
び

仙
骨

傾
斜

角
の

間
に

関
係

性
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
一

方
，

足
圧

中
心

の
位

置
と

脊
柱

傾
斜

角
と

の
間

に
関

係
性

が
認

め
ら

れ
，

脊
柱

が
前

傾
す

る
ほ

ど
足

圧
中

心
の

位
置

が
前

方
に

あ
る

結
果

と
な

っ
た

．
足

圧
中

心
の

位
置

を
正

常
姿

勢
群

と
不

良
姿

勢
群

で
比

較
し

た
と

こ
ろ

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．

3
小

学
生

の
立

位
姿

勢
の

型
と

生
活

習
慣

と
の

関
連

石
橋

勇
司

，
木

本
理

可
，

塚
本

未
来

，
秋

月
茜

，
須

合
幸

司
，

上
家

卓
，

武
田

凉
子

，
神

林
勲

（
2
0
2
2
)

藤
女

子
大

学
Q
O
L
研

究
所

紀
要

側
方

か
ら

の
立

位
姿

勢
写

真
に

よ
り

姿
勢

を
正

確
に

評
価

・
分

類
し

、
立

位
姿

勢
と

運
動

時
間

や
勉

強
，

ゲ
ー

ム
を

中
心

と
し

た
生

活
習

慣
と

の
関

連
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

．

札
幌

市
内

の
3
つ

の
小

学
校

5
年

生
2
6
1
名

（
男

子
1
2
5
名

，
女

子
1
3
6
名

)
の

内
，

本
研

究
の

主
旨

や
方

法
な

ど
に

つ
い

て
保

護
者

か
ら

の
同

意
が

得
ら

れ
た

2
1
9
名

（
男

子
1
1
0
名

，
女

子
1
0
9
名

）

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
矢

状
面

良
い

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

の
立

位
姿

勢
で

あ
る

理
想

型
の

人
数

が
3
名

（
1
.
4
％

）
で

最
も

少
な

か
っ

た
．

後
弯

-
前

弯
型

が
1
2
5
名

（
5
7
.
1
％

）
と

最
も

多
く

，
次

い
で

後
弯

-
平

坦
型

が
4
2
名

（
1
9
.
2
％

）
，

軍
人

型
が

3
7
名

（
1
6
.
9
％

）
，

平
背

型
が

1
2
名

（
5
.
5
％

）
で

あ
っ

た
．

理
想

型
・

軍
人

型
を

良
姿

勢
群

，
後

弯
-
前

弯
型

，
平

背
型

お
よ

び
後

弯
-
平

坦
型

を
不

良
姿

勢
群

と
し

，
良

姿
勢

群
が

1
8
.
3
％

，
不

良
姿

勢
群

が
8
1
.
7
％

で
あ

っ
た

．
生

活
習

慣
と

姿
勢

と
の

関
連

で
は

，
「

練
習

お
よ

び
稽

古
の

時
間

」
の

項
目

の
み

差
が

認
め

ら
れ

た
．

4
4

幼
児

の
活

動
量

お
よ

び
運

動
能

力
と

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

と
の

関
係

に
つ

い
て

中
島

弘
毅

，
伊

藤
真

之
助

，
小

林
敏

枝
（

2
0
2
2
)

教
育

総
合

研
究

幼
児

の
体

幹
部

に
お

け
る

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

に
着

目
し

、
幼

児
の

運
動

能
力

お
よ

び
活

動
量

と
の

関
係

性
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

年
長

幼
児

3
0
名

（
男

児
1
8
名

，
女

児
1
2

名
）

，
年

中
幼

児
2
9
名

（
男

児
1
2
名

，
女

児
1
7
名

）
の

合
計

5
9
名

メ
ジ

ャ
ー

矢
状

面
前

額
面

肩
甲

骨
と

脊
柱

と
の

距
離

と
活

動
量

と
の

関
係

は
，

活
動

量
が

低
く

な
る

ほ
ど

肩
甲

骨
と

脊
柱

の
距

離
が

大
き

か
っ

た
．

骨
盤

の
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
と

運
動

能
力

と
の

関
係

で
は

、
年

長
女

児
で

骨
盤

が
前

傾
し

て
い

る
ほ

ど
2
5
m
走

の
記

録
が

良
く

，
年

長
男

児
で

は
骨

盤
が

後
傾

し
て

い
る

ほ
ど

，
捕

球
の

能
力

が
低

か
っ

た
．

4
5

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
が

子
ど

も
の

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

に
与

え
る

影
響

小
山

浩
司

，
一

場
友

実
，

古
島

弘
三

，
菅

野
好

規
，

新
津

あ
ず

さ
，

小
太

刀
友

夏
，

 
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

高
橋

英
司

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
3
)

体
力

科
学

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
の

介
入

に
よ

る
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
に

対
す

る
即

時
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

．

埼
玉

県
お

よ
び

東
京

都
の

小
学

校
に

在
籍

す
る

6
歳

か
ら

1
2
歳

ま
で

の
児

童
8
3
名

（
男

子
4
6
名

，
女

子
3
7
名

）
ス

パ
イ

ナ
ル

マ
ウ

ス
矢

状
面

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
に

よ
る

介
入

前
後

の
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
（

立
位

時
）

の
比

較
で

は
，

即
時

効
果

と
し

て
胸

椎
過

度
後

弯
群

（
4
0
°

以
上

）
に

お
い

て
胸

椎
後

弯
角

度
が

介
入

前
に

比
べ

介
入

後
に

減
少

が
認

め
ら

れ
た

．
ま

た
，

正
常

後
弯

群
（

4
0
°

未
満

）
で

は
腰

椎
前

弯
角

度
お

よ
び

仙
骨

傾
斜

角
度

で
介

入
前

後
に

増
加

が
認

め
ら

れ
た

．
一

方
，

座
位

時
の

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

の
比

較
で

は
，

全
て

の
項

目
で

介
入

前
後

に
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

4
6

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
に

よ
る

介
入

が
児

童
の

肩
甲

骨
間

距
離

に
与

え
る

影
響

小
山

浩
司

，
一

場
友

実
，

古
島

弘
三

，
菅

野
好

規
，

新
津

あ
ず

さ
，

小
太

刀
友

夏
，

 
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

足
立

和
隆

（
2
0
2
3
)

理
学

療
法

科
学

児
童

を
対

象
に

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
を

使
用

し
た

際
の

即
時

効
果

と
し

て
，

胸
椎

後
弯

角
度

の
減

少
に

伴
い

肩
甲

骨
間

の
距

離
が

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
か

検
討

す
る

こ
と

．

東
京

近
郊

に
在

住
で

小
学

校
に

通
う

6
歳

か
ら

1
2
歳

ま
で

の
児

童
8
3
名

（
男

子
4
6

名
，

女
子

3
7
名

）

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

メ
ジ

ャ
ー

矢
状

面
前

額
面

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
に

よ
る

介
入

前
後

の
肩

甲
骨

間
距

離
の

比
較

で
は

，
即

時
効

果
と

し
て

胸
椎

過
度

後
弯

群
（

4
0
°

以
上

）
に

お
い

て
介

入
前

に
比

べ
介

入
後

に
減

少
が

認
め

ら
れ

た
．

一
方

，
正

常
後

弯
群

（
4
0
°

未
満

）
に

お
い

て
も

，
介

入
前

に
比

べ
介

入
後

に
減

少
が

認
め

ら
れ

た
．

4
7

ス
パ

イ
ン

マ
ッ

ト
が

児
童

の
直

立
位

に
お

け
る

脊
柱

傾
斜

角
お

よ
び

足
圧

中
心

の
位

置
に

与
え

る
影

響

小
山

浩
司

，
一

場
友

実
，

古
島

弘
三

，
菅

野
好

規
，

新
津

あ
ず

さ
，

小
太

刀
友

夏
，

 
新

納
宗

輔
，

上
野

真
由

美
，

足
立

和
隆

（
2
0
2
3
)

理
学

療
法

科
学

小
学

校
に

通
う

児
童

を
対

象
に

，
ス

パ
イ

ン
マ

ッ
ト

の
介

入
に

よ
る

脊
柱

傾
斜

角
に

対
す

る
即

時
効

果
を

検
討

す
る

こ
と

，
併

せ
て

足
圧

中
心

の
位

置
に

ど
の

よ
う

な
変

化
を

及
ぼ

す
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

東
京

近
郊

に
在

住
の

小
学

1
年

生
か

ら
6
年

生
の

児
童

8
3
名

（
男

子
4
6
名

，
女

子
3
7

名
）

ス
パ

イ
ナ

ル
マ

ウ
ス

矢
状

面

小
学

校
に

通
う

児
童

を
対

象
に

，
ス

パ
イ

ン
マ

ッ
ト

の
介

入
に

よ
る

脊
柱

傾
斜

角
に

対
す

る
即

時
効

果
を

男
女

別
に

検
討

し
た

と
こ

ろ
，

男
子

の
み

介
入

後
に

脊
柱

傾
斜

角
が

減
少

し
た

．
ま

た
，

介
入

前
後

の
足

圧
中

心
の

位
置

に
つ

い
て

は
，

男
女

と
も

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

4
8

傾
斜

計
を

用
い

た
腰

仙
椎

角
の

精
度

評
価

－
M
R
撮

像
に

よ
る

仙
骨

傾
斜

角
評

価
を

基
準

と
し

た
比

較
よ

り
－

筒
井

俊
春

，
坂

槙
航

，
上

久
保

利
直

，
前

道
俊

宏
，

武
井

聖
良

，
鳥

居
俊

（
2
0
2
3
)

日
本

臨
床

ス
ポ

ー
ツ

医
学

会
誌

M
R
I
の

画
像

か
ら

算
出

さ
れ

る
仙

骨
傾

斜
角

を
基

準
と

し
，

傾
斜

計
を

用
い

た
腰

仙
椎

角
の

評
価

に
関

す
る

妥
当

性
を

検
証

す
る

こ
と

．
さ

ら
に

仙
骨

傾
斜

角
を

基
準

と
し

た
予

測
回

帰
式

を
探

索
す

る
こ

と
．

地
域

サ
ッ

カ
ー

ク
ラ

ブ
に

所
属

す
る

中
学

1
年

生
か

ら
2
年

生
の

男
子

7
0
名

M
R
I

傾
斜

計
矢

状
面

傾
斜

計
を

用
い

た
腰

仙
椎

角
の

評
価

は
M
R
I
を

用
い

た
仙

骨
傾

斜
角

と
比

較
し

た
際

に
，

比
例

誤
差

お
よ

び
偶

然
誤

差
は

小
さ

か
っ

た
も

の
の

固
定

誤
差

は
大

き
か

っ
た

こ
と

か
ら

，
計

測
値

が
過

小
評

価
さ

れ
や

す
い

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
．

青
年

期
ア

ス
リ

ー
ト

の
仙

骨
傾

斜
角

の
予

測
に

「
M
R
I
に

よ
る

仙
骨

傾
斜

角
＝

0
.
8
5
×

傾
斜

計
に

よ
る

腰
仙

椎
角

＋
1
3
.
4
9
」

と
い

う
回

帰
式

が
得

ら
れ

た
．

4
9

子
ど

も
の

直
立

位
に

お
け

る
踵

骨
の

傾
き

の
特

徴

小
山

浩
司

，
一

場
友

実
，

古
島

弘
三

，
菅

野
好

規
，

新
津

あ
ず

さ
，

小
太

刀
友

夏
，

新
納

宗
輔

，
上

野
真

由
美

，
足

立
和

隆
（

2
0
2
4
)

体
力

科
学

静
止

立
位

姿
勢

に
お

け
る

踵
骨

の
傾

き
の

実
態

と
踵

骨
の

傾
き

が
脊

柱
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
や

足
圧

中
心

の
位

置
に

与
え

る
影

響
お

よ
び

関
連

因
子

の
探

索
を

検
討

す
る

こ
と

．

関
東

近
郊

の
小

学
校

に
在

籍
す

る
児

童
4
0
2
名

（
男

子
2
0
8
名

，
女

子
1
9
4
名

）
ス

パ
イ

ナ
ル

マ
ウ

ス
矢

状
面

小
学

校
に

通
う

児
童

に
お

い
て

，
安

静
立

位
姿

勢
時

に
踵

骨
が

内
反

を
呈

し
て

い
た

児
童

の
割

合
は

2
1
.
9
％

で
あ

っ
た

．
ま

た
，

踵
骨

の
傾

き
は

脊
柱

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

お
よ

び
足

圧
中

心
の

位
置

に
影

響
を

与
え

な
い

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
．

5
0

上
肢

の
肢

位
を

変
化

さ
せ

た
ス

パ
イ

ン
マ

ッ
ト

の
介

入
が

足
圧

中
心

の
位

置
に

与
え

る
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が 3 編 22,32,39)，野球などの特定のスポーツを実施し

ている子どもを対象とした文献が 5 編 37,38,40,42,48)で

あった． 

 このように,本研究で選択された文献における研

究対象は, 小学生のみを対象とした文献が 15 編と

最も多い結果となった．なお，15 編のうち 6 編
1,41,43,45-47)は，小山らによる同一の集団を対象とした

ものであり，実質的には 10 編が別集団を対象として

いたが，それでも小学生を対象とした文献が最多で

あった．これらの結果から，中学校や高等学校より

も，小学校において子どもの姿勢に対する問題意識

が特に高い可能性が推察される．  

また,中学生を対象とした 7 編については，対象人

数が 50名以上で男女比もほぼ均等であった文献は 2

編 5,21)のみであり，それ以外は男性のみを対象とし

た文献が 4 編 23,25,28,48)，対象者が 10 名以下の文献

が 1 編 26)であった．さらに，高校生を対象とした 5

編は，1 編のみ対象人数が 100 名以上で男女比もほ

ぼ均等であったが 30)，3 編が野球部に所属する男子

を対象としており 38,40,42)，1 編は特別支援学校に在

籍する自閉症，知的障害，ダウン症の生徒を対象 32)

としていた．このように，中学生，高校生を対象と

した研究は小学生と比較して文献数が少ないだけで

なく，対象者の属性にも偏りがあり，対象者数も少

ない研究が多かった． 

一方，学校段階をまたいで複数の校種を対象とし

た文献は，6 編 13,20,27,29,35,39)にとどまっていた．そ

の中でも，魚田らは，日本人の男子中高生を対象と

した姿勢アラインメントの縦断調査において，中学

2 年生から高校 1 年生にかけて頭部，肩甲帯が前方

に移動し，一般的な不良姿勢となる傾向があること

を明らかにしている 13)．また，岩沼らは，小学 4 年

生，中学 1 年生，高校 1 年生を対象に立位姿勢の幾

何学的評価を行い，頸部の前傾は男女ともに中学 1

年生が他の年齢層よりも顕著に大きいこと，下腿部

の前傾は年代を問わず男子が女子よりも大きい傾向

にあることを報告している 27)．これらのことから，

中学生期以降に不良姿勢が顕在化または進行する可

能性が考えられる． 

以上のことから，子どもの姿勢研究における研究

対象は，小学生が多数を占める一方で，中学生，高

校生を対象とした研究は文献数が少なく対象者の属

性にも偏りがみられ，中学生期以降の姿勢や不良姿

勢の実態については知見が不足していることがうか

がえる結果であった．中学生以降に加齢とともに不

良姿勢に変容する可能性を指摘した報告も散見され

るため，中学生以降の姿勢の実態についてより詳細

な検討が必要と考えられる． 
 

3.姿勢の評価方法について 

姿勢の評価方法における特徴を明確にするため

に，本研究で選択された文献の姿勢の評価方法を分

類した結果，デジタルカメラなどによる写真撮影法

が 20 編 3-5,13,22,23,25-37,39)，スパイナルマウスによる

評価を行った文献が 10 編 1,38,40-43,45,47,49,50)，モアレ

トポグラフィーが 2 編 21,24)，Spinometer20)，メジャ

ー44)，スパイナルマウスとメジャーの併用 46)，MRI

と傾斜計の併用 48)が各 1 編であった． 

 このように，本研究で選択された 36 編における子

どもの姿勢の評価方法は，デジタルカメラなどによ

る写真撮影法とスパイナルマウスが多数を占める結

果であった．脊柱アライメントなどにおける姿勢の

評価方法は，X 線撮影がゴールドスタンダードとさ

れているが，子どもを対象とした研究や学校現場で

実施するには，設備や被爆等の問題もあり現実的で

ないと考えられる．したがって，子どもを対象とし

た研究においては，簡便かつ短時間に測定できる方

法として写真撮影法やスパイナルマウスによる姿勢

評価が活用されているものと考えられる． 

写真撮影法については，Fortin らは姿勢を定量化

する臨床的方法における文献レビューを行い，写真

撮影によって得られた身体角度の測定は，姿勢を評

価する最も包括的で迅速な方法である可能性を指摘

しており 51)，他の報告 52-54)においても立位及び座位

の姿勢評価において写真撮影法による信頼性や妥当

性について肯定的な見解が得られている．一方で，

本研究で選択された文献における写真撮影法を用い

た姿勢の評価方法は，脊柱の弯曲度合いにより分類

したケンダルの姿勢分類や，複数の身体のランドマ

ークをもとに，パソコンなどによる簡易姿勢評価シ

ステムを活用して，様々な部位の角度を求める方法

が確認されており，評価方法が統一されていない現

状であった．また，同一の身体部位の姿勢評価にお

いても複数の評価指標が存在しており，姿勢評価の

判定方法も多岐にわたっていた． 

ところで，本研究で選択された文献においては，

2020 年以前は写真撮影法が 20 編中 17 編であった

が，2020 年以降は小山らがスパイナルマウスを使用

した評価方法での 10 編 1,40-43,45-47,49,50)の研究報告を

するなど，16 編中 11 編とスパイナルマウスを活用

した文献が半数を超える結果となった．このスパイ

ナルマウスによる姿勢評価については，宝亀らは矢

状面の姿勢評価は X 線像による姿勢評価とほぼ同等

で，測定値の再現性も実用上，確認されたと述べて
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いる 55)．また，スパイナルマウスの評価部位は胸椎

後弯角，腰椎前弯角及び仙骨傾斜角などの脊柱アラ

イメントであり，写真撮影法と違い評価指標が統一

されているという利点がある．しかし，スパイナル

マウスでは，脊柱アライメント以外の身体部位は評

価をすることができないため，評価部位が限定され

てしまう． 

 このように，写真撮影法やスパイナルマウスによ

る姿勢評価は一定の信頼性，妥当性が確認されてお

り，一般的になりつつある．しかし，写真撮影法に

関しては統一した評価方法や評価指標が無いことや，

スパイナルマウスは評価部位が限られてしまうなど

デメリットも存在する．また，写真撮影法やスパイ

ナルマウス以外にもメジャーや傾斜計，モアレトポ

グラフィーなどの評価方法も散見されることから，

それぞれの評価の比較や判定が煩雑になる可能性が

考えられる．以上のことから，姿勢の評価方法に関

しては，身体部位ごとに信頼性および妥当性の高い

統一的な評価方法を確立することが，今後の課題で

あると考えられる． 

 

4.姿勢の評価方向について 

姿勢の評価方向の特徴を明確にするために，本研

究で選択された文献の姿勢の評価方向（運動面）を

分類した結果，矢状面のみを評価した文献が 22 編
1,3-5,13,20,27,28,31,33,36-38,40-43,45,47-50)，前額面のみが 2 編
21,24)，矢状面及び前額面を合わせて評価した文献が

10 編 22,23,25,26,29,30,32,35,44,46)，矢状面と水平面が１編
34)，矢状面，前額面，水平面の 3 方向から評価した

文献が１編 39)であった．36 編のうち 34 編 1,3-

5,12,20,22,23,25-50)が矢状面の姿勢評価を行っていたが，

水平面の姿勢評価を行った文献は 2 編 34,39)のみであ

った． 

立位姿勢の異常を評価する際は，主としてアライ

メントを問題とし，矢状面，前額面及び水平面から，

頭部と体幹，四肢の配列をみて解剖学的指標（ラン

ドマーク）が一致しているか否かを確認することが

多い．したがって,より姿勢を正確に捉えるためには

矢状面、前額面及び水平面の三方向からの姿勢評価

が必要であると考えられる． 

しかし，本研究で選択された文献における子ども

の姿勢の評価方向については,矢状面が重要視され

ていることがうかがえる結果であった．一般的に，

他者が観察した場合は，相手の身体の側面（矢状面）

から見て背骨が丸く曲がって前方にややかがむよう

な姿勢を「猫背」と呼ぶことが多いと思われるが,野

井らによる保育・教育現場で実感されている子ども

の“からだのおかしさ”の調査 6)でも，矢状面から

観察される「猫背」が，保育・教育現場では特に姿

勢の課題として重要視されているようである． 

以上のことから，子どもの姿勢に対する評価方向

は，矢状面からの評価が全体の大半を占めていたが，

姿勢評価は矢状面に加えて前額面，水平面の三方向

からアライメントを確認することが理想的であると

考えられる．しかし，評価方法の理由と同様に，医

療施設以外で研究として子どもの姿勢を評価する場

合，時間的・経済的な問題から矢状面のみの選択と

なっているものと考えられる．  
 

5.研究成果と課題について 

1）子どもの不良姿勢の現状について 

本研究で選択された 36 編における子どもの不良

姿勢の現状について，評価方法別に不良姿勢もしく

は不良姿勢に準ずる割合（「歪み」等）を分析すると，

写真撮影に関するものでは，歪みや不良姿勢の割合

が 76％～97.9％3-5,22,39)，スパイナルマウスを用いた

評価では胸椎過度後弯の割合が 20.4％～30.1％1,40)，

モアレトポグラフィーでは不良姿勢が 44.5％～

47.9％21,24)という結果であった．写真撮影法による

評価のうち，ケンダルの姿勢分類における胸椎後弯

に関する項目（後弯－前弯型，後弯－平坦型）に限

局すると，47％～76.3％3-5)が該当した．したがって,

本研究で選択された 36 編における不良姿勢の現状

は，評価方法により不良姿勢の出現割合が異なる傾

向であったが，我が国において少なくとも 20％以上

の子どもが不良姿勢を呈している可能性がうかがえ

る結果であった． 

また,本研究で選択された文献において,スパイナ

ルマウスを使用した子どもの脊柱アライメントの評

価では，胸椎過度後弯の割合が 20.4％～30.1％1,40)

であったと報告している．一方，スパイナルマウス

による評価方法と同様に，脊柱アライメントを評価

するケンダルの分類による評価方法では胸椎後弯に

関する割合が 47％～76.3％3-5)であり，スパイナルマ

ウスを使用した場合と比べると高い出現割合であり，

評価方法によって，不良姿勢の出現割合に違いがみ

られた． 一方，本研究では対象外となった 18 歳以

上の報告においては,小山らは男子大学生を対象に

スパイナルマウスを用いた調査を行い，45.0％が過

度後弯であったと報告している 56)．また，Urrutia

らは 15 歳～80 歳を対象行った研究で中部・下部胸

椎後弯が加齢とともに増加したと報告している 57)．

これらの報告から，胸椎過度後弯は小児期から成人

期，さらに高齢期に向けての加齢の影響を受ける可
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能性が推察される． 

以上のことから，子どもの不良姿勢の現状は，評

価方法により出現割合が異なる傾向にあったが，写

真撮影法を用いた評価では，歪みや不良姿勢が認め

られる割合が 7 割以上であるなど，我が国において

決して少なくない子どもが不良姿勢を呈している可

能性がうかがえた． 

2）子どもの姿勢に影響を及ぼす要因 

次に，本研究で選択された 36 編における子どもの

姿勢に影響を及ぼす要因を分類すると，1 日の平均

歩数 33)，習い事やスポーツチームの稽古や練習の回

数 3)，スマートフォン使用時間 30)，肩痛の自覚症状 38)，

幼児の運動能力 44)，体幹や下肢の筋量 35)が挙げられ

た． 

子どもの姿勢と生活習慣については，本研究で選

択された文献において，身体活動量の指標として一

般的に用いられている 1 日の平均歩数が 8000 歩以

上を担保する小学生の方が，それ以下の子どもたち

よりも，スポーツ障害が生起しにくい良い立位姿勢

と歩行動作になっていると報告されていた 33)．また，

小学生の習い事やスポーツチームの稽古や練習の回

数のように運動習慣と関連が認められ 3)，高校生の

スマートフォン使用時間が多い場合，猫背姿勢を示

す者が多いと報告されていた 30)．さらに，中学生の

体幹・下肢筋量が少ない程，頭部の前方突出や，背

中の弯曲が大きいと報告 35)されていたことから，体

幹・下肢の筋量と脊柱アライメントに関わる不良姿

勢との関連性が考えられる．一方，高校球児におけ

る肩痛の自覚症状 38)や幼児の運動能力 44)と姿勢不

良との関連が指摘されていた． 小山らは小学生にお

ける立位姿勢と座位姿勢の特徴について検討し，立

位姿勢時に不良姿勢を呈する場合，座位姿勢でも胸

椎後弯角度が大きくなる可能性を指摘している 41）． 

以上のことから，子どもの不良姿勢には運動頻度

や筋力に影響を与えるような運動習慣（身体活動）

や，座位に関わる生活習慣が影響を及ぼすと考えら

れるが，子どもの年齢や学校種によって多様なライ

フスタイルが存在し，それらによって不良姿勢の多

様化するものと考えられるので，より詳細な検討が

必要であろう． 

3）子どもの姿勢改善を目的とした介入研究 

本研究で選択された 36 編における子どもの姿勢

改 善 を 目 的 と し て 介 入 を 行 っ た 文 献 は 14 編
5,21,22,23,28,29,31,37,40,42,45-47,50）であった．これらの文献

においては，介入により何らかの姿勢改善は報告さ

れているが，対象を校種別に分類すると，保育園の

園児が 1 編 31)，小学生が 6 編 22,37,45-47,50），中学生が

3 編 5,21,23)，高校生が 2 編 40,42），小学校，中学校及

び高校まで複数の校種にわたって介入を行った文献

が 2 編 28,29)であった． 

また，介入期間を分類すると，1 年以上の介入を

行った文献が 2 編 22,28)，1 年未満の介入を行った文

献が 12 編 5,21,23,29,31,37,40,42,45-47,50）であった．1 年未

満の介入を行った 12編の文献うち 7編 21,40,42,45-47,50）

は介入の即時効果を明らかにすることを目的とした

文献であった． 

さらに，子どもの姿勢改善を目的として介入を行

った 14 編の介入方法を分類すると，猫背（胸椎過度

後弯）の改善を目的に制作された SSSA 社製のスパイ

ンマットによる介入の即時効果が 6 編の文献 40,42,45-

47,50）で確認されたが，それ以外は重複した介入方法

は無く，姿勢指導と体幹トレーニングの組み合わせ 5），

顔を向ける方向及びカバンを持つ手を変えるなどの

体の歪みの矯正指導 21），マンツーマン指導による動

作訓練 22），筋肉感覚を養うことや筋力や筋肉の柔軟

性向上を図る姿勢矯正トレーニング 23），主体的に姿

勢に関わる問題に気づくことやその解決に向けて学

習していく姿勢教育の実践指導 28），体幹を鍛える実

践プログラム 29），ラッキーベル社製の草履式鼻緒サ

ンダルの着用 31），良い姿勢保持を意識させる運動 37）

が報告されていた．このように，本研究で選択され

た文献における介入方法は，スパインマットによる

即時効果を期待するもの，姿勢に対する指導や教育

によって直接的な改善や行動変容を促す実践におい

て間接的に改善を期待するものなど，多様な方法で

の介入が報告されていた． 

これらの本研究で選択された文献における姿勢の

介入効果としては, 首と頭の位置の改善 29），猫背姿

勢の改善 31），姿勢の改善とその姿勢の定着 22）とい

った様々な評価方法から検討した結果から報告する

文献や，即時の介入による効果としては胸椎後弯角

の減少 40,42,45）や，骨盤の左右差及び高低差の是正や

筋肉のバランスが整うこと 21），などがあった．また，

介入による改善は一部と考えられた文献 23)や，介入

による効果が認められない身体部位が確認された文

献 29,40,50)，介入による効果が女子では認められなか

った文献 47)があった．このように，本研究で選択さ

れた文献における子どもの姿勢改善を目的とした介

入の効果については，幼児から高校生まで幅広い対

象で介入後に姿勢の改善が認められることが報告さ

れていた一方で，介入内容，介入期間，身体部位，

性差によって姿勢の改善効果が異なることがうかが

え，今後、さらに多くの報告により，詳細に検討す

ることが課題である． 
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また，海外のレビューにおいて，小学生に対する

姿勢教育の効果について様々なバイアスが影響する

ので，評価が難しいと指摘されている 17)．また，各

研究で姿勢教育の効果に対する評価に独自のツール

を使用していたことから，検証済みで標準化された

評価手段の使用の必要性が指摘されている 18)．これ

らのことから，子どもに対する姿勢教育の介入効果

については，一定の改善効果が期待されるものの，

姿勢教育の内容も多岐にわたることから，その介入

内容（指導内容や教育内容）の精査や標準化された

評価方法の確立が今後の課題であると考えられる． 

 

Ⅳ．結語 

本研究では，子どもの立位姿勢に着目して日本語

文献のレビューを行い，子どもの姿勢における現状

と課題を明らかにすることを目的として検討を行っ

た．  
 その結果，我が国では少なくない子どもが不良姿

勢を有している現状があると考えられ，運動習慣や

生活習慣が影響を与える可能性が考えられた．しか

し，それぞれの文献において，対象となった子ども

の年齢や学校種，生活習慣，運動能力及び運動習慣

の評価方法が異なるため，より詳細な検討が求めら

れる．特に，姿勢においては評価方法や評価部位な

どが多様に存在するため，信頼性や再現性の高い統

一した姿勢の評価方法を確立していくことが，今後

の課題であると考えられる． 
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